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６／３（月） 俳句教室を実施しました 

 今年も６月３日に阿部月山子先生と朝日俳句会の皆様にご協力いただき、全学年を対象に俳句教室を開催しまし

た。雲行きの怪しいあいにくの天気で、吟行途中で雨のため急遽学校に引き返す、というハプニングもありました

が、教室後に講師の先生方のお話では、生徒の熱心に取り組む姿とその出来栄えをお褒めいただきました。 

 以下、特に秀逸と講師の先生方に選句いただいた句は以下のとおりです。 

五月雨 急に降り出し 急ぎ足     大滝 さん 

ひまわりの 雨に降られて 凜と咲く   小野寺 さん 

梅雨あがり 草木の匂う 登下校    渋谷 さん 

紫陽花と 雨に濡れたる スニーカー  佐藤 さん 

汗光り 受け取るバトン 今つなぐ    阿部 さん 

白い傘 驟雨の中で パッと咲く     渡部 さん 

 

学ぶ楽しさを知り「Enjoy」できたか ～1年生地域学習 

 6 月 5 日（水）、6 日（木）に 1 年生が地域学習で地域の様々な名所・事業所等を見学させていただきました。 

6 月 5 日（水） 湯殿山神社～多層民家～大日坊～皇壇の杉～月山ワイン工場 

6 日（木） 大梵字そば～荒沢ダム～タキタロウ館～炭鉱見学 

 1 年生の皆さんには、出発式の時に２つお願いをしました。 

① 一番大切なことは皆さんの安全だから、先生や見学施設の方のお話をよく聞いて、安全に活動すること。 

② この地域学習を経て、今後、朝日の魅力をPRするためのツール（成果物）を班ごとに作っていくと思うが、その時に気

を付けたいこととして、 

   ・朝日地域のことを知らない人を引き付けるための工夫を考えて、成果物に盛り込んでほしい。 

   ・グループでの作業は大人になっても頻繁にある。みんなで意見を出し合いながらより良いものをつくっていく経験を大

切な機会ととらえてほしい。 

 グループでプロジェクトに取り組むときに大切なことは「対話」だと思いま

す。例えば、相手に「選んでもらえるものをつくる」というミッションを実現

するなんていうとき、取り組む過程で意見が分かれることもあるかもしれま

せん。そんな時、ターゲットは誰なのか、どう感じてもらえるところをねらう

のか、…目指すところなどを共有しつつ、その実現のため、みんなが意見を出

し合う機会は今後たくさんあるので、そのトレーニングだと思って取り組ん

でほしい、と思っています。 

 この地域学習のスローガン「Enjoy」の設定理由として、しおりには「22 人で 2 日間、学びの楽しさを知るため」

と示されていたことに感心させられました。 

知らなかったことを知り、できなかったことができるようになることは、楽しいこと、うれしいことだと思って
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音楽 確認テストのお知らせ 

1年…６月２７日（木）  ２年…７月２日（火）  ３年…６月２７日（木） 

※教科書、ワーク、授業プリントの範囲や学習のポイントが既に先生から示されています 

保健体育テストの期日変更について 

1年…6月 20日（木）  ⇒ ６月２６日（水）に変更して行います。 

※2，3 年生に変更はありません。（2 年：6 月 21 日（金） 3 年：6 月 21 日（金）） 

※教科書、保健体育ノートの範囲をご確認ください。 

 ※単元テスト等の日程は、学校 HPで随時お知らせしています。⇒ 

います。だから、今まであまり取り組んでこなかったことや苦手なこと

にもチャレンジしてみると、案外楽しさも見えてくるかもしれないから、

頑張ってチャレンジしてほしいな、という思いを持っています。そのた

めに我々も今後、できることを考えていきたいな、と思います。でもそ

のためには、君たち自身にも少し頑張ってもらわなければならないこと

があるような気がしますけどね。 

6 日に「とちもち」をいただいた後、誰が言ったわけでもありません

が、修学旅行の 3 年生のように食器を重ねたり、集めたりしてくれてい

ましたね。学校だよりを読んだから、ではないかもしれませんが、それはそれで素晴らしいことだし、もし学校だよ

りを読んで、「そういえば…」と思ってしたことだとしたら、それもすごいな、と感じました。 

よく、行事や何かの取り組みの後に「次に活かす」という反省を聞きますが、違う状況の中でも、以前の経験を踏

まえて気づき、行動することが「次に活かす」ということかな、と思います。他の人に言われるのではなく、気づ

き、自分で考え、行動する。簡単なようで難しいことかもしれないけれど、自分にとっても周りの人にとっても、と

ても素敵なことだと思っています。 

 

 

 


